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JMPによる直交表を用いた
分割実験データの解析
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セラミック焼成データの例
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実験計画表による分割実験

A:焼成温度，B:焼成機械種類，C:成分C配
合量，D:成分D配合量，F:成分F配合量．
A,Bは1次因子として,残りを2次因子．
1日あたり上限が8回，日をブロック因子
考慮すべき交互作用，A×B，A×C，B×C，
B×D，C×D．
応答 yは,強度の指数であり,値は大きいほ
ど好ましい．
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分散分析表
JMPでは，どの
ようにしたら解析
できるのであろう
か．

現行水準と最適
水準の母平均と
95%信頼区間は
どのようにしたら
求められるのだ
ろうか．
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解析の考え方

１次誤差の生成（ 1から 3群までを1次単位）
変量効果は、a列、b列、c列の組み合わせた8水
準とする因子を考える．

一部の実験データが欠側となっても適切な解析
ができる． 変量効果
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割り付け

主効果を割り付けた列番を解析用にする

交互作用列は、「モデル効果の構成」設定
で直接指定する．

変量効果、1、2、．．．、8 を「e_abc」列とし
て「属性」の変量効果とする．
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解析用JMPデータ
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モデルの構成
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REMLでの解析結果
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1次単位内のプーリング
「モデルの効果の構成」で、有意でない効果
を除く．

1次単位、C*D をモデルから除く．

2次単位、 F、B*C、B*D もモデルから除

く．
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プーリング後の分散分析表
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交互作用プロファイル
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最適水準の組み合わせ

「予測プロファイル」で、平

均値の高い方をクリックし
て組み合わせ効果が大き
くなるように選ぶ．交互作
用がある場合に、それを
考慮すると85.93が期待さ
れる．

第1水準を現行水準とした
場合は、R1では、79.5、
R2では、77.63である．



8

2006.3.3 高橋行雄

152006.3.3高橋行雄

交互作用 A*B の検討
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交互作用 A*C の検討
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JMP での解析の特徴
交互作用がある場合に、水準間の差の標
準誤差から、1次誤差、2次誤差を考慮した
結果になっていることが確認された．

プロファイルを用いて、最適水準の組み合
わせ平均と標準誤差が視覚的に導き出せ
る．
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JMPは，
自由な実験環境をサポートする

このスライドは、3月2日での質問へ、
当日答えたものをベースにしました．


